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近
頃
、
自
転
車
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳

に
す
る
。
若
い
人
に
多

い
の
だ
が
、
ス
マ
ホ
を

操
作
し
な
が
ら
自
転
車

に
乗
る
人
が
起
こ
す
事

故
が
多
い
。
ス
マ
ホ
に

気
を
と
ら
れ
て
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
に

至
る
の
だ
▼
い
わ
ゆ
る
歩
き
ス
マ

ホ
も
危
な
い
行
為
だ
が
、
人
同
士

な
ら
ぶ
つ
か
っ
て
も
本
人
の
身
体

の
み
だ
か
ら
、被
害
は
ま
だ
軽
い
。

自
転
車
の
場
合
は
機
械
だ
か
ら
、

人
に
当
た
っ
た
と
き
、
衝
突
時
の

衝
撃
は
激
し
い
も
の
が
あ
る
。
最

悪
の
場
合
は
死
亡
事
故
と
な
っ
て

し
ま
う
▼
車
と
違
っ
て
自
転
車
は

免
許
も
い
ら
ず
、
幼
い
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
代

が
使
う
。
そ
れ
だ
け
に
様
々
な
事

故
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
る
が
、

自
転
車
も
車
両
だ
と
い
う
意
識
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
だ
▼
道

路
で
一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
車
と
同
じ
く
自
転
車

も
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
歩
道
を
走
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
る
の
は
、
13
歳
未
満

か
70
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
知
ら
な
い
。
そ
れ

に
歩
道
で
は
歩
行
者
優
先
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
、
歩
行
者
に
道
を

譲
れ
と
ば
か
り
の
ベ
ル
を
鳴
ら
す

人
も
い
る
▼
死
者
が
で
た
自
転
車

事
故
の
裁
判
で
は
、
億
に
近
い
高

額
の
賠
償
金
を
加
害
者
に
課
す
判

決
も
あ
っ
た
。
最
近
は
条
例
で
自

転
車
保
険
に
加
入
を
求
め
る
自
治

体
も
多
く
、
事
故
は
車
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
対
処
す
る
方
向
に
な
っ
て

い
る
。
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
時
期
が
き
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

展
示
は
東
京
、
九
州
両
会
場
と

共
通
の
6
章
構
成
だ
が
、
最
終
会

場
に
相
応
し
く
東
北
や
北
陸
、
中

四
国
な
ど
全
国
に
伝
わ
る
国
宝
23

件
、
重
要
文
化
財
72
件
を
含
め
た

至
宝
が
揃
っ
た
。

注
目
は
、
伝
教
大
師
最
澄
上
人

の
現
存
最
古
の
肖
像
画
や
自
筆
3

件
（
い
ず
れ
も
国
宝
）、延
暦
寺
の

重
宝
を
納
め
る
「
勅
封
唐
櫃
」、日

吉
山
王
信
仰
の
象
徴
で
も
あ
る
重

文
「
日
吉
山
王
金
銅
装
神
輿
（
樹

下
宮
）」
な
ど
。
ま
た
秘
仏
で
は
、

像
内
に
最
澄
上
人
自
作
と
さ
れ
る

薬
師
像
を
納
め
て
い
た
法
界
寺
の

「
薬
師
如
来
立
像
」、
愛
媛
県
等
妙

寺
の
菩
薩
遊
戯
坐
像
（
伝
如
意
輪

観
音
）、大
阪
府
興
善
寺
の
30
年
ぶ

り
の
公
開
と
な
る
釈
迦
如
来
坐
像

と
、
寺
外
初
公
開
の
薬
師
如
来
坐

像
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
更
に
延

暦
寺
横
川
中
堂
の
本
尊
「
聖
観
音

菩
薩
立
像
」
は
12
世
紀
を
代
表
す

る
優
品
で
、
間
近
で
観
覧
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
る
。

ま
た
、
開
催
に
合
わ
せ
て
調
査

さ
れ
た
法
界
寺
の
「
薬
師
如
来
立

像
」、
等
妙
寺
の
「
菩
薩
遊
戯
坐

像
」、圓
教
寺
の
「
性
空
上
人
坐
像
」

の
3
体
の
中
に
収
め
ら
れ
た
納
入

品
を
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
再
現
。

胎
内
仏
、
五
輪
塔
、
骨
壺
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
3
体
が
揃
う

の
は
京
都
会
場
の
み
と
な
る
。

展
示
以
外
に
も
学
芸
員
に
よ

る
記
念
講
演
会
、
僧
侶
に
よ
る
御

朱
印
の
授
与
も
あ
る
。

開
催
前
日
の
4
月
11
日
に
は

記
者
発
表
及
び
内
覧
会
が
あ
り
、

期
間
の
無
事
や
疫
病
退
散
、
世
界

平
和
を
祈
る
法
楽
が
伝
教
大
師
肖

像
画
の
前
で
営
ま
れ
た
。

午
前
中
に
開
か
れ
た
記
者
発

表
会
に
は
、
延
暦
寺
か
ら
小
森
文

道
副
執
行
、
京
都
国
立
博
物
館
の

松
本
伸
行
館
長
、
担
当
し
た
大
原

嘉
豊
保
存
修
理
指
導
室
長
が
出
席

し
た
。

小
森
副
執
行
は
「
来
場
さ
れ
る

方
々
が
伝
教
大
師
の
御
教
え
に
触

れ
、
仏
さ
ま
と
の
結
縁
を
通
じ
て

心
の
安
ら
ぎ
を
得
て
欲
し
い
」
と

挨
拶
。
続
い
て
松
本
館
長
は
「
事

前
調
査
に
よ
る
新
知
見
も
盛
り
込

ん
で
い
る
。こ
の
機
会
を
逃
す
と
、

い
つ
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か

判
ら
な
い
。
見
所
満
載
の
展
示
」

と
魅
力
を
伝
え
た
。

午
後
か
ら
は
、
阿
部
昌
宏
宗
務

総
長
を
導
師
に
水
尾
寂
芳
延
暦
寺

執
行
ら
天
台
宗
と
延
暦
寺
の
両
内

局
、ま
た
博
物
館
関
係
者
が
随
喜
し

て
法
楽
が
営
ま
れ
た
。（
写
真
上
）

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
事
務

局
局
長
を
務
め
る
阿
部
宗
務
総
長

は
「
京
都
会
場
は
比
叡
山
延
暦
寺

の
お
膝
元
で
あ
り
、
向
か
い
に
は

妙
法
院
門
跡
・
三
十
三
間
堂
、
そ

し
て
市
中
に
は
各
宗
派
の
ご
本
山

も
あ
る
。
お
い
で
に
な
る
方
々
が

伝
教
大
師
の
御
教
え
や
御
精
神
を

も
と
に
、
各
所
へ
の
訪
問
も
期
待

し
て
い
る
。
そ
し
て
大
改
修
中
の

国
宝
根
本
中
堂
、
展
示
さ
れ
て
い

る
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
」
と
願
い
を
語
り
挨

拶
に
代
え
た
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
記
念
と
し
て
、
昨
秋
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
特
別
展
『
最
澄

と
天
台
宗
の
す
べ
て
』
が
京
都
国
立
博
物
館
で
始
ま
っ
た
。
東
京
、
九
州
と
巡
回
し
た
展
覧
会
の
最

終
会
場
に
、
延
暦
寺
は
じ
め
東
北
か
ら
中
・
四
国
な
ど
に
伝
わ
る
天
台
の
名
品
1
3
0
件
が
集
結
。

比
叡
山
延
暦
寺
や
五
箇
室
門
跡
な
ど
へ
の
利
便
性
も
高
く
街
ぐ
る
み
の
壮
大
な
展
覧
会
と
し
て
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
期
間
は
5
月
22
日
ま
で
。


